
Chat GPTの活用



約7%

日本企業

さらに「禁止もしくは禁止を検
討」を回答したのが72％

約51%

アメリカ企業



ChatGPTの広告領域の活用。
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ソフトウェア開発
の

Chat GPTの応用。



8名ほどの小チームで、
生成AI勉強会を発足。
1週間にひとつのアプリ

作成を目標。



ChatGPTによるコーディング （約30分で完成！）



半年での結果

GASのコーディング
FAXのSlackとの連携による通知。電話の応対の自動化。日報のQRコードによる簡素化。勤
怠管理のGoogle formによる集計などであれば、未経験者も含めて全員がコーディングでき
るように。

高度な技術・大規模システムへの課題。
在庫管理・生産管理などの大規模システムも自社開発＆“かまちょっかい”と連携し、RFID
による無線在庫管理や機械学習による検品システムも共同プロジェクト化



これまでの所感

問いや課題を立てる人の才能の解放
プログラミング、画像作成、言語など他分野において、高度な専門性が必要なものだったの
が、正しいプロンプト（＝問い、課題）を立てられれば、その才能は開花

誤謬への対策
生成AIは”確率”であり、確からしいものではないのが前提。
意図通りでないもの、誤りも含まれるので、



まとめ

• AIを作る人、活用する人、活用しない人の３つに分かれ、生産性の格差
が拡大。

• 企業の業種・大小に関わらず、課題・問いを立てられる組織・人がより
重要になっていく。
（コーディング・グラフィックなど、これまで自動化していなかった領域
も、単純な作業はどんどん置き換わる。）

• AI活用と言って、学習が不必要ということは全くなく、さらに学習のス
ピードが加速する感覚。



まだまだ道半ばでありますが、
ご清聴ありがとうございました




